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平成３０年7月25日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JSでは「高度な画像認識技術等を応用した効率的な管路マネジメントシステム技術に関する技術実証事業」として千葉県船橋市をフィールドにスクリーニング調査技術の実証を行いました。今回は、技術の概要と、H25年度以降の取組について説明致します。
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技術の概要（機器の外観・仕様）

2

画像解析用サーバ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本スクリーニング調査技術で最も特徴的な技術は、高度な画像認識技術です。それを可能にするのが、この画像認識型カメラです。カメラヘッドと電源を内蔵した車両で構成される TV カメラ機器です。カメラヘッドは画像処理用に特化した７つの小型カメラ（前方ステレオカメラ：2 個，周囲カメラ：4 個，後方カメラ：1 個）のほか，LED 照明を搭載しています。車両にはバッテリが搭載されており，電源を有線で供給する必要が無く従来よりも細く軽いケーブルを使用できるため，長距離の走行が可能です。現地の撮影画像を持ち帰ってから専用ソフトによる異常箇所の自動検出を経て異常診断を行うことから，現場での異常診断が不要です。 
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技術の概要（ランク判定画面）

画像認識ソフトで欠陥有と認識された箇所を中心に

記録された画像を見ながら（欠陥情報）ランク付けを行う

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドは、テレビカメラ走行時にＰＣに映し出される出力画面です。画像処理用に設置された 7 つの小型カメラにより，前方および全周囲を漏れなく撮影できます。異常診断においては，自動検出された箇所のみを室内において判定者がパソコンモニター越しに異常項目および異常程度の判定（ランク a，b の判定）を行います。報告書作成も自動化されており，従来型 TV カメラの現場での異常診断および内業における報告書作成に要した労力および時間を大幅に軽減できます。 
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技術の概要（技術の特徴）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、本技術では高度な画像認識技術により、異常箇所の自動検出を行うことができます。また、この動画を見てもわかるとおり、従来型TVカメラと比べると、無停止での全周画像撮影ができることから継手や異常箇所ごとに機器を停止（側視）する必要がないため日進量を大幅に向上させることが可能です。
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機器性能
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
適用範囲はコンクリート管とされておりますが、実証研究後に行った調査では塩ビ管の実績もあり、問題なく適用できます。管径は200mmの小口径から適用できます。また、自動検出された箇所のみを室内で判定者が異常程度の判定を行うため現場オペレーターに異常判定の経験は問いません。
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使用事例・実績（S市における日進量）
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機材の改良（Ｂ－ＤＡＳＨ終了後の取組み）
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H25仕様 H28仕様
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まとめ・今後の取組み

映像解析の精度向上に向けて、ＮＥＣと継続的な研究を実施している。

異常診断の更なる省力化を図り、より高率的な改築・修繕計画の策定に繋が
るよう、今後も検証していきたい。
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問い合わせ先
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